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 はじめに 

 

こちらの語彙辞典は、 

小説投稿サイト『小説家になろう』で公開している 

【小説・ラノベの書き方講座｜ビジネス思考の創作論】の中の 

『小説・ラノベの文章表現を豊かにする 50音別の語彙辞典』を 

ＰＤＦレポート形式に整理したものです。 

 

 

多くの語を記憶することで、 

あなたの文章表現力は 

今よりも豊かなものとなります。 

 

『１日５語ずつ』などのように目標を決めて、 

今の自分が知らない語を暗記していきましょう。 

 

 

なお、こちらの語彙辞典は 

ノマドクリエイターのショウヘイが 

趣味の一環で制作したものです。 

 

商用で販売するつもりは一切ないので、 

あなたの友人・知人の作家仲間に 

自由に配布してくださって構いません。 
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 「げ」で始まる語彙辞典（メジャー） 

 

げい‐いき【芸域】 

修得した芸の範囲、幅。「―の広い人」「―を深める」 

 

 

げい‐いん【鯨飲】 

［名］(スル) 

鯨が水を飲むように、酒を一時にたくさん飲むこと。牛飲。「―馬食」 

 

 

芸(げい)が細か・い 

細部にまで注意が払われていて綿密である。することに念が入っている。 

 

 

芸(げい)が立・つ 

一芸に達する。ひとかどの芸がある。 

 

 

げい‐ごう【迎合】 

［名］(スル) 

自分の考えを曲げてでも、他人の気に入るように調子を合わせること。「権力に―す

る」 

 

 

げい‐ごと【芸事】 

琴・三味線・踊りなど、遊芸に関すること。「―を習わせる」  
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芸(げい)は身を助ける 

一芸にすぐれていると、困窮したときにそれが生計の助けになる。 

 

 

げき‐えつ【激越】 

［名・形動］(スル) 

感情が激しく高ぶること。感情が高ぶって言動が荒々しくなること。また、そのさ

ま。「―な口調で演説する」 

 

 

げき‐か【劇化】 

［名］(スル) 

事件や小説などを劇にすること。「人気作品を―する」 

 

 

げき‐こう【激昂】 

［名］(スル) 

感情がひどく高ぶること。ひどく怒ること。げっこう。「―して机を叩く」 

 

 

げき‐ご【激語】 

［名］(スル) 

興奮してはげしい口調で言うこと。また、その言葉。「論争で思わず―する」 

 

 

げき‐さい【撃砕】 

［名］(スル) 

物をうち砕くこと。敵を徹底的に負かすこと。「敵を一気に―する」  
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げき‐さん【激賛】 

［名］(スル) 

非常に褒めること。激賞。「大家に―された作品」 

 

 

げき‐しゅう【激臭】 

非常に刺激の強いにおい。「鼻をつく―」 

 

 

げき‐しょう【激賞】 

［名］(スル) 

大いに褒めること。「―を浴びる」「批評家が―する作品」 

 

 

げき‐しょく【激職】 

非常にはげしく、忙しい職務。「―に就く」 

 

 

げき‐はく【激白】 

［名］(スル) 

隠していること、人の知らないことなどを、あからさまに打ち明けること。「秘めた

恋を―する」「会社の裏事情を―」 

 

 

げき‐はつ【激発】 

［名］(スル) 

① はげしい勢いで起こること。事件などが勃発すること。「暴動が―する」 

② はげしく奮い立つこと。「怒りが―する」  
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げき‐む【激務】 

非常に忙しいつとめ。「―に倒れる」 

 

 

げき‐めつ【撃滅】 

［名］(スル) 

うちほろぼすこと。攻撃して全滅させること。「敵軍の主力部隊を―する」 

 

 

げき‐れつ【激烈】 

［名・形動］ 

きわめてはげしいこと。また、そのさま。―を極める争い」「―な口調」 

 

 

檄(げき)を飛(と)ば・す 

自分の主張や考えを広く人々に知らせ同意を求める。また、それによって人々に決

起を促す。飛檄。 

 

 

げ‐せわ【下世話】 

世間で人々がよく口にする言葉や話。「―に年貢(ねんぐ)の納め時という」 

 

 

げ‐せん【下賤】 

［名・形動］ 

いやしいこと。身分が低いこと。また、そのさま。卑賤。「―な（の）身」 

 

 

下駄(げた)を預・ける 

相手に物事の処理の方法や責任などを一任する。「あとの処理は君に―・けるよ」  
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下駄(げた)を履(は)か◦せる 

価格を高くいつわる。また、数量・点数などを水増しして、実際よりも多く見せる。

「点数に―◦せて及第させる」 

 

 

げっ‐さん【月産】 

1か月の生産高。「 ― 二万台」 

 

 

げっ‐ぴょう【月表】 

月ごとにまとめた表。「販売成績を―で示す」 

 

 

げっ‐ぷ【月賦】 

① 代金などの全額を一時に払わないで、月々に割り当てて分割払いにすること。月

賦払い。また、その月々の支払い金。「―で返済する」 

② 「月賦販売」の略。 

 

 

げつ‐れい【月例】 

毎月定期的に行われること。「―の集会」「―テスト」 

 

 

下(げ)の下(げ) 

それより下がないほど、非常に劣っていること。最低。「あんなやつは人間として―

だ」 

 

 

げ・びる【下卑る】 

［動バ上一］《「下(げ)」に接尾語「びる」の付いたもの。「卑」は当て字》 

言動が下品になる。下劣に見える。「―・びた話」  
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げん‐あん【原案】 

もとになる案。特に、会議などに提出された、最初の案。「原案を一部修正する」 

 

 

げん‐おう【玄奥】 

［名・形動］ 

奥深くて、はかり知れないこと。また、そのさま。「芸術の―な趣」 

 

 

げん‐か【言下】 

言葉の終わるか終わらないかに、すぐ。言いおわった直後。「―に否定する」 

 

 

げん‐か【現下】 

現在。今。目下。「―の情勢」 

 

 

げん‐かい【幻怪】 

［名・形動］ 

怪しいこと。不思議なこと。また、そのさま。「夜空に―な光が走る」 

 

 

げんかん‐ばらい【玄関払い】 

来客を、面会しないで追い返すこと。「―を食う」 

 

 

玄関(げんかん)を張・る 

玄関の構えだけをりっぱにする。転じて、外観を飾る。みえを張る。 

 

 

げん‐がい【言外】 

言葉に出さない部分。「―の意味」「―ににおわす」  
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げんがく‐てき【衒学的】 

［形動］ 

学問・知識をひけらかすさま。ペダンチック。「―な論文」 

 

 

げん‐きょう【現況】 

現在の状況。現状。「―を報告する」 

 

 

げん‐ぎ【原義】 

その言葉が本来もっていた意味。もとの意味。原意。「言葉の―をただす」「―未詳」 

 

 

言言(げんげん)肺腑(はいふ)を衝(つ)・く 

一語一語に誠意がこもっていて、聞く人を深く感動させる。「―・くばかりの謝辞を

いただく」 

 

 

言言(げんげん)火を吐(は)・く 

言葉の一つ一つに激しい勢いがある。「―・く弁舌」 

 

 

げんこう‐いっち【言行一致】 

口で言うことと行動とに矛盾がないこと。主張しているとおりに行動すること。 

 

 

げんこう‐ふいっち【言行不一致】 

口で言うことと行動とに矛盾があること。主張と行動が食い違うこと。  
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げん‐こく【厳酷】 

［名・形動］ 

思いやりに欠け、非常にきびしいこと。むごいこと。また、そのさま。「―な刑罰を

加える」 

 

 

言語(げんご)に絶・する 

言葉で言い表すことができない状況・程度である。言語を絶する。「―・する光景」 

 

 

げん‐さん【減産】 

［名］(スル) 

生産量が減ること。また、生産量を減らすこと。「米を―する」⇔増産。 

 

 

げん‐しゅ【減酒】 

［名］(スル) 

飲酒する量を減らすこと。酒量を少なくすること。「健康のため―する」 

 

 

げん‐しゅく【減縮】 

［名］(スル) 

減らし縮めること。また、減って縮まること。「理事会の決定権を―する」 

 

 

げん‐しゅく【厳粛】 

［形動］［文］［ナリ］ 

① おごそかで、心が引き締まるさま。「―な儀式」 

② まじめで、きびしいさま。真剣なさま。「選挙の結果を―に受けとめる」 

③ 重大で動かしがたいさま。「死は―な事実だ」  



 

 

Copyright (C) 2019 Shohei @ Nomad-Creator All Rights Reserved. 

- 12 - 

げん‐しゅつ【幻出】 

［名］(スル) 

まぼろしのように現れること。また、ぼんやりと出現させること。「精霊が―する」 

 

 

げん‐しょう【減床】 

［名］(スル) 

① 病院・診療所で、入院患者用の病床を減らすこと。「患者減で減―する」⇔増床。 

② 商店、特に百貨店、スーパーなどで売り場面積を減らすこと。「経営合理化で郊

外店を―する」⇔増床。 

 

 

げん‐しょく【減食】 

［名］(スル) 

食事の量や回数を減らすこと。「―して体重を落とす」 

 

 

げんじつ‐かん【現実感】 

実際に体験する感じ。目の当たりにする感じ。「―が薄い」 

 

 

げんじつ‐せい【現実性】 

① 現実に存在しているものの本質・あり方。「―を追究した作品」 

② 物事の実際に起こりうる可能性。「―に乏しい計画」「抱き続けてきた夢が―を帯

びる」 

 

 

げん‐じょう【原状】 

初めにあった状態。もとのままの形態。「―に復する」  
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げん‐すい【減水】 

［名］(スル) 

水の量が減ること。「日照り続きで川が―する」⇔増水。 

 

 

げん‐せい【現勢】 

現在の勢力・情勢。「世界の―」 

 

 

げん‐せい【厳正】 

［名・形動］ 

規準を厳格に守って公正に行うこと。また、そのさま。「―な裁判」「―に判定する」 

 

 

げん‐せき【言責】 

① 自分の述べた言葉に対する責任。「―をとって辞任する」 

② 物事について、そのよしあしを論ずべき責任。 

 

 

げん‐ぜん【現前】 

［名］(スル) 

目の前にあること。目の前に現れること。「新しい社会が―しつつある」 

 

 

げん‐ぜん【厳然】 

［ト・タル］［文］［形動タリ］ 

いかめしくおごそかなさま。動かしがたい威厳のあるさま。「―たる事実」「―とし

た態度をとる」 

 

 

げん‐たいけん【原体験】 

その人の思想が固まる前の経験で、以後の思想形成に大きな影響を与えたもの。  
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げん‐ち【言質】 

《「ち」は人質や抵当の意》 

のちの証拠となる言葉。ことばじち。「交渉相手の―を取る」「不用意に―を与える」 

 

 

げん‐にん【現認】 

［名］(スル) 

実際にその事実や事情の生じた現場にいて知っていること。「事故を現認する」「衝

突事故の―者を探す」 

 

 

げん‐ぱい【減配】 

［名］(スル) 

配当・配給などの額や量を減らすこと。「業績不振のため―される」⇔増配。 

 

 

げん‐ぷう【厳封】 

［名］(スル) 

厳重に封をすること。 

 

 

げん‐ま【減摩】 

［名］(スル) 

① すりへること。「車軸が―する」 

② 摩擦をへらすこと。 

 

 

げん‐みょう【玄妙】 

［名・形動］ 

道理や技芸などが、奥深く微妙なこと。趣が深くすぐれていること。また、そのさ

ま。「―な教理」「―-な思想」  
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げん‐めい【厳命】 

［名］(スル) 

きびしく命じること。また、きびしい命令。「口外しないように―する」 

 

 

幻滅(げんめつ)の悲哀 

理想としていたことが幻にすぎなかったと悟ったあとに感じる悲しみ。「―に沈む」 

 

 

げん‐めん【減免】 

［名］(スル) 

租税や刑罰などを、軽くしたり免除したりすること。「恩赦で刑が―される」 

 

 

げん‐よう【眩耀】 

［名］(スル) 

まばゆいばかりに光りかがやくこと。まぶしくて目がくらむこと。また、目をくら

ますこと。「人の目を―する」 

 

 

げん‐りゅう【源流】 

① ある川のもととなる水の流れ。水源。「ナイル川の―」 

② 物事の起こり。始まり。起源。「文明の―をたどる」 

 

 

げん‐れつ【厳烈】 

［名・形動］ 

きびしく激しいこと。また、そのさま。「―な処罰」  
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げん‐わく【幻惑】 

［名］(スル) 

人の目先をまどわすこと。「手品師のしぐさに―される」 

 

 

げん‐わく【眩惑】 

［名］(スル) 

目がくらんで正しい判断ができなくなること。また、目をくらまして、まどわすこ

と。「照明灯の光に―されて落球する」 

 

 

験(げん)を担(かつ)・ぐ 

《「縁起を担ぐ」から転じた語か》 

ある物事に対して、よい前兆であるとか悪い前兆であるとかを気にする。「―・いで

大安の日に引っ越す」 

 

 

言(げん)を左右に・する 

あれこれ言い逃れて、はっきりしたことを言わない。「―・して確答を避ける」  
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 おわりに 

 
 

【あいさつ】 

  

語彙辞典を読んでくださり、ありがとうございました。 

 

当レポートを制作したショウヘイと申します。 

 

 

私は旅する作家という生き方を理想としています。日本や世界の各地を渡り歩くこ

とで、作家としての引き出し（人生経験）を増やし、より良質な物語を世に送り出

し続ける……そんな自由な作家生活です。 

 

また、個人で稼ぐ能力を身に付けることで、会社に時間と場所を縛られない人生の

実現も目指します。個人で安定した収入を得られれば、出版社の編集者の言いなり

にならずに、自分が心から好きな物語を創作できるようにもなるからです。 

 

 

私が運営しているブログ【ノマドクリエイターの執務室】では、旅する作家になる

ために役立つ情報を発信しています。もちろん、小説家・ラノベ作家として活躍す

るために役立つ創作論も公開しています。 

 

時間と場所に縛られない、新しい作家の生き方に興味がありましたら、ぜひブログ

を覗いてみてください。   

   

       ↓   ↓    ↓ 

 

■ ブログ：ノマドクリエイターの執務室（https://ノマドクリエイター.net） 

 

 

https://ノマドクリエイター.net/
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